





















（ 1 ） abyssusに当たるギリシャ語の ἄβυσσοςは形容詞としては「底なしの」、「底知れない」などの意味で
使われ、名詞的用法として「淵」、「深さ」、「地下世界」の意味をもつ（H. G. Liddell and R. Scott, A 
Greek-English lexicon, 1940, p.4）。
（ 2 ） C. T. Lewis and C. Short, A Latin Dictionary, 1980, p.14.
（ 3 ） Confessiones　V,3,4、VI,1,1、VII,13,19、X,6,9.
（ 4 ） Ibid., IV,4,8、VII,6,10.
（ 5 ） Ibid., X,2,2.










一貫した意味をもって表れる。第 12巻において 21回表れる abyssusはほとんど「無









　M.-A Vannier（7）、J.J. O'Donnell（8）、R. J. O'Connell（9）、A.Solignac（10）などの研究者たち


















（ 7 ） M.-A. Vannier,“ ≪ Creatio ≫ et ≪ formatio ≫ dans les Confessions”, Saint Augustin, Paris : Cerf , 2009, 
pp.189-201.
（ 8 ） J. J. O'Donnell, Augustine :ConfessionsIII, Oxford:Clarendon Press, 1972, p.347-348.
（ 9 ） R. J. O'Connell, St. Augustine's Confessions : the Odyssey of soul, 2nd ed., New York:Fordham University 
Press, 1989, pp.158-160.



































（12） Cf. A. Solignac, op.cit., p.600.
（13） Cf. É．Gilson, op. cit., p.265.



































（15） アウグスティヌス著・片柳栄一訳『創世記注解（1）』（アウグスティヌス著作集 16）, 教文館 , 367頁 . 





























































（16） アウグスティヌスは次の詩編 115：15～ 16からこの「天の天」を引用する。「天と地を造られた神に
祝福されたあなたたちよ、「天の天」は主のものであるが、地は人の子らに与えられた。」（LXX113：




る と い う。（Cf. H. Armstrong, Spiritual or intelligible Matter in Plotinus and St. Augustine, Avgvstinvs 











































（18） 「天の天」の非時間性については A. Solignacと J. Pépinの見解を参考せよ。（Cf. A. Solignac, op. cit., 
pp.595-596.；J. Pépin, Ex Platonicorum persona, Études sur les lectures philosophiques de Saint Augustin, A. 





































































































（20） A. Solignacによると、第 13巻の「無形相的質料」の霊的被造物は、生成の原理に向かって行う還帰
の運動（conversio）によって、無形相から形相へ移動すること、つまり非類似性の淵から逃れて、霊






































（21） 山田晶『アウグスティヌス：告白』, 中央公論社 , 1990, 159頁の注 10．山田晶は、霊的被造物が神と
同じ「光」といわれる御言葉、すなわち「神にひとしい形相」に似たものになる（光となる）という
アウグスティヌスの照明と、「光そのもの」になるというプロティノスの照明との違いを指摘する。
（22） A. Solignac, op. cit., pp.615-617.
114－　　－
『告白録』における実存的 abyssus
被造物の「無形相的質料」を示す形而上学的 abyssusと、時間の中で生きる人間内面
の霊的堕落の状態を示す実存的 abyssusがあるということである。
　その次、全く異なる概念である形而上学的 abyssusと実存的 abyssusが、「無形相的
質料」によって引き起こされる可変性の堕落しうる否定性によって、関連付けられる
ということである。これは形而上学的 abyssusにおける堕落しうる否定性と、実存的
abyssusにおける堕落しうる否定性の実現とが、両者の可変性の否定的側面において
つながっているということである。異なる二つの概念を abyssusという一つの語とし
て表現し、異なる意味をもつ二つの abyssusの関連性をアウグスティヌスが意識して
いた根拠がここにあるのである。
　最後に、可変性の否定性が現実に現れる実存的 abyssusは、神の裁きのようなもの
であるにもかかわらず、いつも神に呼びかけられている。これは実存的 abyssusがそ
の呼びかけに応じなければならない課題をもっていることを示唆する。その課題は神
に向かって身を向きかえることによって光の存在になるという conversioと formatio
の存在的課題として、知性の貧困の問題を扱う第 12巻の聖書解釈の多様性の議論に
おいてぼんやりと表れ、知性の豊かさを実現しようとする比喩的聖書解釈の議論にお
いて明らかになる。このような実存的 abyssusの存在的課題は、時間と歴史において
堕落しうる可変性の否定性を抑えると同時に、よりよく変わっていく可変性の肯定性
を生かさなければならないのである。
　以上のように形而上学的側面と実存的側面との関連性を論じる本研究の abyssus理
解は、形而上学的側面に主な関心を示している「無形相的質料」と「天の天」に関す
る研究において、新しい視点を提示していると考えられる。
